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序

序

　
青
柳
文
雄
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
突
然
の
報
に
接
し
た
の
は
、
一
昨
年
の
暮
も
押
し
詰
ま
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
温
厚
な
う
ち

に
も
凛
と
し
た
先
生
の
御
容
顔
に
接
す
る
こ
と
は
、
も
う
で
き
な
い
と
い
う
悲
し
み
と
と
も
に
、
先
生
を
失
っ
た
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部

の
刑
事
法
部
門
の
痛
手
の
大
き
さ
に
燥
然
と
し
た
も
の
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
生
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
慶
懸
義
塾
大
学

法
学
部
を
定
年
で
御
退
職
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
年
少
の
後
進
の
成
長
の
た
め
に
有
形
無
形
の
ご
指
導
を
賜
わ
り
、
外
か
ら
慶
鷹

義
塾
大
学
法
学
部
刑
事
法
部
門
の
た
め
に
な
に
く
れ
と
な
く
面
倒
を
み
て
下
さ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
先
生
は
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
員
の
中
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
ら
れ
た
。
先
生
は
大
学
卒
業
と
同

時
に
高
文
司
法
科
に
合
格
し
、
検
事
と
し
て
の
道
を
歩
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
は
中
国
各
地
で
領
事
官
と
し
て
ご
在
勤

に
な
り
、
大
戦
後
は
判
事
の
御
経
歴
も
加
え
ら
れ
た
．
先
生
は
司
法
界
に
お
い
て
嘱
目
さ
れ
る
一
方
、
や
が
て
刑
事
法
の
ご
研
究
に
お
い

て
も
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
御
経
歴
と
実
務
経
験
を
反
映
し
た
優
れ
た
学
問
的
業
績
を
次
々
と
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
は
昭
和

三
十
四
年
上
智
大
学
教
授
と
し
て
学
界
に
転
ぜ
ら
れ
た
。
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
に
は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
講
師
と
し
て
御
出
講
に
な

っ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
専
任
教
授
に
就
任
さ
れ
、
わ
ず
か
四
年
間
で
は
あ
っ
た
が
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
の
刑
事
法
部
門
の

充
実
と
学
問
水
準
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
な
さ
れ
た
。

　
先
生
が
昭
和
五
十
一
年
に
御
退
職
に
な
っ
た
際
、
わ
れ
わ
れ
後
進
は
先
生
に
御
退
職
記
念
の
論
文
集
を
献
呈
し
、
そ
の
中
で
先
生
か
ら

末
永
い
御
指
導
を
賜
わ
り
た
い
こ
と
を
請
う
た
。
中
谷
瑛
子
教
授
も
御
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
、
新
進
を
加
え
、
刑
事
法
ス
タ
ッ
フ
は
す
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っ
か
り
若
返
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
青
柳
先
生
の
御
逝
去
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
た
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
出
身
の
刑
事
法
部
門
の
研
究
者
が
相
集
い
、
先
生
の
御
学
恩
に
報
い
る
べ
く
、
文
字
通
り
総

力
を
あ
げ
て
こ
の
さ
さ
や
か
な
小
冊
子
を
編
ん
だ
。
い
つ
の
日
に
か
先
生
の
築
か
れ
た
慶
慮
義
塾
大
学
刑
事
法
部
門
の
名
声
を
受
け
継
ぐ

ぺ
く
、
孜
孜
と
し
て
励
む
後
進
の
新
た
な
解
縄
の
し
る
し
と
し
て
、
こ
の
論
文
集
を
御
霊
前
に
捧
げ
た
い
。

　
　
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
五
日

法
学
部
長

堀
　
江

湛
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